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～２０２０年を見据えた国の成長戦略を支援～ 

遠隔型自動走行に対応した「自動走行実証実験総合補償プラン」を発売 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（社長：原 典之）ならびに 

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社（社長：金杉 恭三）、株式会社インターリスク総研（社長：村戸 眞）

の３社は、７月から遠隔型自動走行によるリスクを補償する「自動走行実証実験総合補償プラン」（改定版）

を発売します。 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループでは、２０１５年１２月から「自動走行実証実験総合補償プラン」

を販売していますが、自動走行車の実現に向けて高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部が策定した

「官民ＩＴＳ構想・ロードマップ」が５月２０日に改定されたことに伴い、今後、遠隔型自動走行の実験

の増加が想定されることから、遠隔型自動走行も対象となるよう商品改定を行います。 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループは、今後も本商品・サービスの提供を通じて、安心・安全で快適

な自動車社会の実現に貢献していきます。 

１．「自動走行実証実験総合補償プラン」の改定概要 

（１）遠隔型を含む自動走行システムに対する補償 

「自動走行実証実験総合補償プラン」は、自動運転車の実証実験を取り巻くリスクを包括的に補償

する商品として、三井住友海上とあいおいニッセイ同和損保が共同で開発したものです。 

７月から発売する「自動走行実証実験総合補償プラン」（改定版）では、「遠隔型自動走行システム」

の実証実験にも対応できるよう、これまで提供してきた補償内容に加えて、遠隔型自動走行に特有

のリスクやサイバー攻撃による損害等も補償します。 

※リスクアセスメントおよび企業のリスクヘッジの意向により、一部または全部をご契約いただけます。 

※本プランは自動走行実証実験に限定した保険商品です。 

【自動走行システムのイメージ図】 

・従来の自動走行システム（運転者乗車）  ・遠隔型自動走行システム（運転者乗車無） 
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（２）リスクアセスメント 

インターリスク総研が蓄積してきた公道実証実験におけるリスクアセスメントのノウハウを活用し、

遠隔型自動走行の実証実験に対応した社内規程やマニュアル等の作成など、新たなコンサルティン

グメニューを提供します。今後は、さらなるノウハウの蓄積により、随時メニューを拡充していく

予定です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・公道実証実験に係る社内規程、マニュアルの策定支援 

 ・公道実証実験計画、実験予定ルートに対するリスクアセスメント支援 

 ・公道実証実験予定ドライバー向け交通安全教育支援 など 

 

 

２．本改定の背景 

５月２０日に改定された「官民ＩＴＳ構想・ロードマップ２０１６」では、新たな形態として「限定

地域での無人自動走行移動サービス」の提供（２０２０年までに）に向けた「遠隔型自動走行システ

ム」の実証実験についても触れられています。ＭＳ＆ＡＤグループは、そうした実証実験を支援すべ

く「自動走行実証実験総合補償プラン」（改定版）を発売します。 

  ＜高速道路等での自動走行システムの市場化期待時期＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  ＜限定地域での無人自動走行移動サービスの実現期待時期＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      （「官民ＩＴＳ構想・ロードマップ２０１６」に基づき当社作成）  

３．今後の取り組みについて 

ＭＳ＆ＡＤグループでは、２０１５年１２月発売の「自動走行実証実験総合補償プラン」により、 

運転者乗車型の公道実証実験を取り巻くリスクに対する補償とリスクアセスメントを提供し、公道で

の実証実験を支援しています。 

今後さらに、遠隔型を含めた自動走行システム全般のノウハウを蓄積し、より安全に実証実験を行え

る環境作りを目指していきます。 
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＜現在提供可能なコンサルティング例＞ 
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